
、

一
一
.

,

2

■
■

亜
■

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
給
付
付
き
額
控
除
の

仕
み
築
に
つ
な
げ
よ

'
■M

、

ニ
・

▲

岸
製
籍
謬
翁
蔓
゛
難
雄
醗
琵
難
翻
詔
鶚
鵄
飴
顎

る
世
帯
に
は
支
援
が
届
か
な
い
。
不
公
平
感
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
把
握
し
て
、
る

所
得
情
報
を
τ
兀
化
し
、
給
付
官
庁
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す
る
制
度
が
必
要
で
あ
る
0
 
こ
れ
は
岸
田
政

権
が
取
り
組
む
「
三
位
一
体
の
労
働
市
場
改
革
」
を
推
進
す
る
上
で
も
不
可
欠
な
施
策
だ
と
い
ぇ
る
0

一
.
ー二

き
岸
田

所
侍
税
・
住
民
税
で
1
人
当
た
り

4
万
円
の
減
税
と
、
住
民
税
非
課
税

帯
へ
の
W
万
円
蒋
が
決
定
し
た

岸
田
文
雄
首
相
が
「
成
長
の
成
果
で

.

.

あ
る
税
収
型
国
民
に
適
切
に
還
元

す
る
」
と
表
明
し
、
秘
書
官
な
ど
の

官
邸
{
長
や
念
経
部
の
反
対
を
押

し
切
っ
て
決
断
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
だ
が
、
選
挙
目
当
て
の
「
バ
ラ

マ
キ
」
と
国
民
か
ら
の
評
価
は
低
い

財
政
穂
派
か
ら
も
「
一
時
的
な
減

▼曳
)

一
一
.

税
は
貯
蓄
に
回
り
経
済
効
果
が
低

い
」
な
ど
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
岸
田
減
税
は
、
財
源
の
面
で
問
題

が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
ま
ず

総
理
発
言
の
「
成
長
の
成
果
で
あ
る

税
収
増
」
と
い
う
雰
だ

東
京
財
団
政
策
研
究
所

研
究
主
幹
森
信
茂
樹

確
か
に
2
0
2
2
伊
又
一
般
会
計

の
税
収
は
前
食
比
6
 
・
 
1
0
0
増
の

九
兆
1
0
0
0
億
円
で
、
当
初
予
算

を
5
兆
9
0
0
0
億
円
上
回
っ
て
い

る
。
上
振
れ
の
内
訳
を
見
る
と
、
増

収
は
男
侍
税
が
賃
上
げ
や
配
当
・

貫
譲
渡
益
の
伸
び
を
反
映
し
2
兆

y
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1
0
0
0
し
慈
1
 
2
J
一
人
ψ
,
ガ
コ
ロ

ナ
袖
力
、
わ
^
ノ
ル
"
ボ
"
ポ
井
1
^
"
,
嬰
一
一
ぐ
ー

,
.
久
、
气
Ⅵ
い
町
Ⅲ
次
{
,
ー
こ
よ
る
勿
.
仙
b

ー
ブ
d
リ
"
小
刈
'
、
气
P
ノ
Υ
ψ
0
'
寸
士
ノ
ト
Π
.
し

に
ょ
り
ー
^
5
0
0
0
徳
川
と
な

つ
て
い
る

し
か
し
、
こ
の
内
,
松
は
系
所
戍
長

の
戍
米
と
し
、
つ
よ
り
、
^
ザ
火
の
六
貝

沈
局
と
川
,
女
な
ど
「
イ
ン
フ
レ
に
ょ

る
増
収
」
で
あ
る
金
ポ
カ
川
オ
沸

仙
悴
を
仏
媒
で
き
た
こ
と
力
ど
人
税

炉
N
に
つ
な
か
り
り
,
女
や
グ
ロ
ー

ノ
ル
イ
ン
フ
レ
に
ょ
る
餉
,
人
W
力
川
U

ψ
村
N
坤
に
^
な
^
つ
大

こ
よ
り
姑
人
.
山
1
゛
、
y
よ
、
U
1
川
し
大
^

佃
人
の
尖
所
発
貝
分
は
玲
力
H
鄭
死
で

マ
イ
ナ
ス
か
紕
い
て
お
り
、
成
長
の

成
来
で
所
得
税
^
力
川
^
て
い
る
と

は
と
て
も
:
:
Π
え
な
い
状
況
だ

ま
大
和
杖
の
卜
払
れ
5
兆
9
0

0
0
^
^
^
、
つ
ち
3
^
1
0
0
0
^

円
は
、
訟
午
堤
袖
.
ル
f
亦
一
製
人
と

し
て
計
k
済
み
で
あ
る
残
り
の
2

ソ
8
0
0
0
愆
1
 
よ
.
k
 
1
ι
^
北
:
 
j
^
・
N

り
や
め
な
と
と
村
幻
叔
さ
れ
、
訟
力
小
皮

^
卯
^
^
ホ
^
2
^
6
0
0
0
愆
リ
こ

な
一
大
そ
の
う
t
/
ー
.
/
U
よ
け
^
辻

の
り
ま
り
で
κ
仁
の
'
越
に
允
て
ら

オ
る
^
リ
^
ー
^
3
0
0
0
し
慈
リ

L
 
〆
し
^
し
ょ
リ
h
"
小
仙
、
"
↓
.
一
泡
^
け
原

備
仏
ス
キ
ー
ム
と
し
て
イ
"
Ⅱ
さ
れ
る

こ
と
ガ
訟
心
パ
の
漢
削
で
決
ま
り
て

い
る
つ
ま
り
Ⅱ
民
に
送
儿
す
る
税

収
増
は
h
仟
し
な
い
の
で
あ
る

さ
ら
に
、
こ
の
鈴
ハ
し
.
パ
は
、

防
衛

.
Ⅱ
」
、
,
^
Ⅱ
"
、
^
ノ
^
^
,
^
^
J
^
^
^

^
ー
'
^
じ
^
る
ト
く
凌
^
心
制
、
^
^
H
<
木

化
に
つ
い
て
U
1
仙
を
川
す
と
い
、
つ
大

き
な
課
恕
か
あ
る
と
り
わ
け
戈
綏

分
制
哩
は
・
"
肌
X
も
対
象
こ
な
る

仙
・
ポ
仙
捗
料
の
卜
来
せ
で
州
染
さ
れ

る
,
、
j
,
:
止
だ
こ
れ
は
山
.
r
Ⅱ
咸
税
と
は

逆
b
,
"
 
d
舮
氏
f
,
ー
の
、
"
'
川
で
あ
り

「
減
税
を
,
力
う
財
冴
か
あ
る
の
な
ら

プ
一
气
士
ノ
、
わ
に
^
^
し
ろ
^
と
^
、
つ
、
)
と
^

な
る

(
す
で
に
戈

払
わ
れ
て
い
る
3
ガ
リ
を
今
Π
む
)
人
.
H

ι
η

付
を
力
う
力
そ
の
6
判
は
リ
師
X

で
 
j
之
式
W
、
ゞ
川
川
山
 
J
1
郵
4
こ
多

し
^
ら
^
乙
久
、
)
乙
久
、
ン
^
貝
於
も
^
^

し
て
い
る

小
^
h
力
休
一
小
し
て
し
る
の
は
、

牛
擬
叩
餉
い
て
介
民
税
を
支
払
っ
て

し
る
、
、
ー
ー
Ⅱ
1
な
レ
ー
.
リ
ー
、
 
d
 
リ
、
ノ

川
代
た
す
で
に
鈴
小
俊
け
疹
大

原
^
^
払
し
て
い
る
と
お
り
、

川

^
^
辨
^
ぐ
^
9
0
0
.
力
人
^
^
^
^

村
は
杉
っ
て
し
る
大
め
ν
¥
ー
/
小
0
力

刈
は
も
ら
え
な
し
力
所
得
税
の
n
<

扣
は
1
力
円
以
ド
^
な
ど
で
、

減
税

レ
評
勾
の
狄
岡
に
落
ち
る

佃
え
は
大
ツ
」
小
と
,
"
山
校
小
の
,
上

ど
も
の
い
る
黄
ナ
所
得
芥
(
山
業
.
b

鯉
處
)
の
迎
y
"
k
氏
製
は
3
5
4

ガ
円
で
あ
る
た
め
、
 
1
0
0
ガ
円
の

ゾ
、
゛
ノ
.
リ
ー
.
ト
.
リ
ー
、
;
,
ー
ー
よ
 
2
 
J

3
0
0
0
円
と
な
り
、
川
1
Ⅱ
^
^
で

も
ら
え
る
は
ず
の
松
ガ
川
(
3
ガ
川

X
4
)
に
ま
つ
た
く
川
か
な
い
そ

れ
に
も
力
力
わ
ら
ず
卜
か
ら
H
線

で
露
.
儿
す
る
」
と
:
.
Π
わ
れ
て
は
、

給
付
付
き
税
額
控
除
に
よ
る

第
2
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

^
^
^
Ψ
町
^
ぐ
き
な
^

そ
も
そ
も
1
9
9
9
"
カ
、
わ
ワ
-
0

0
6
q
ま
で
,
力
わ
れ
た
1
刈
^
村

以
降
、

リ

サ
ー
.
、
j
 
E
 
ι
 
1
 
.
"
、
,

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
も
コ
ロ
ナ
禍
の

N
↓
下
H
d
ヰ
一
ぐ
も
・
リ
ー
゛
;
 
J
-
,
d
刀
咸
、
y
よ

,
カ
^
^
な
^
つ
^
プ
一
气
^
^
h
^
、

オ
カ
羽
こ
お
、
-
L
.
リ
ー
4
:
↓
ノ
澀
、
ヅ
ー
k

ー
.
1
0
 
・
リ
ー
゛
1
淋
ー
カ
.
"
山
く
 
Y
.
ー
^

数
は
捻
人
の
じ
0
(
(
挑
力
行
の
別

0
0
)
で
あ
る
こ
と
や
、
納
税
行
の
6

^
^
^
゛
W
-
ー
、
1
ι
一
1
力
一
D
j
u
^
ぐ
、
^
、
.
↓
^

矧
米
力
,
仏
く
,
力
き
波
、
わ
な
い
こ
と
だ

こ
、
つ
し
た
.
小
公
十
を
鮒
決
す
る
に

は
、
マ
イ
十
ン
バ
ー
で
把
批
し
て
い

る
.
川
1
寸
V
村
を
4
.
1
J
二
'
、
.
ひ
寸
ナ
る

制
皮
と
シ
ス
テ
ム
、
つ
ま
り
欧
米
で

導
人
さ
れ
て
し
る
「
W
.
、
,
村
村
き
悦
剤

咋
徐
」
の
導
人
が
必
.
発

減
税
と
給
付
の
狭
間
に

落
ち
る
9
0
0
万
人

鄭
川
減
村
の
飛
大
な
・
愈
は

ノ
ム
ー
感
を
牛
む
こ
と
だ
介
民
税
打

英
k
を
は
じ
め
欧
州
洛
噂
で
は
、

城
業
訓
練
や
り
ス
キ
リ
ン
グ
な
ど
で

失
業
行
を
屶
働
小
場
に
御
上
山
さ
せ
る

ー
ー
和
下
屶
四
政
栄
力
 
4
゛
'
ー
ミ
ヅ

深
ψ
兒
Ⅱ
.
"
.
訂
こ
よ
0
.
J
リ

川
Ⅱ
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小

/N
/
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豊
除
と
セ
ッ
ト
で
進
め
ら
れ
て
き

た
所
1
を
社
会
1
に

連
動
さ
せ
、
職
業
訓
練
な
ど
を
条
件

に
、
噺
侍
に
応
じ
た
蒋
を
行
う
こ

と
に
ょ
り
就
労
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

高
め
な
が
ら
失
業
1
行
う
制
度

で
あ
る
。

代
奇
は
英
国
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ク
レ
ジ
ッ
ト
だ
。
街
党
の
ブ
レ
ア

政
権
が
ワ
ー
ク
フ
エ
ア
思
想
に
基
づ

き
導
入
し
た
徴
税
翌
除
を
、

B

年
に
保
{
工
兄
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
が

抜
本
的
に
拡
充
し
た
も
の
で
あ
る
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
税
引
き
後
の
手
取

り
所
侍
を
穏
し
、
帯
人
数
や
年

齢
、
障
晝
介
護
、
住
婁
用
、
児

童
の
数
を
議
し
て
蒋
を
行
う

受
給
者
は
求
職
活
動
や
職
業
訓
練
の

受
講
参
加
な
ど
の
条
件
を
満
た
喜

務
が
あ
り
、
違
反
す
る
と
1
止

な
ど
の
製
が
課
さ
れ
る
。
保
{
工
兄

の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
こ
の
イ
ン
フ

ラ
を
活
用
し
て
、
コ
ロ
ナ
、
の
支

給
を
迅
速
か
つ
申
請
ナ
エ

、
、

本
制
度
へ
の
評
め
、

「
何
を
や
り
た
い
の
、
、
ら
ば

い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
岸
田
政
権
の

「
新
し
い
資
本
王
義
」
に
お
い
て
評

価
で
き
る
の
は
、
一
雇
用
の
流
動
化
・

ジ
ョ
ブ
型
雇
用
・
り
ス
キ
リ
ン
グ
の

「
三
位
一
体
の
1
肇
」
だ

リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
セ
ッ
ト
で
成
孰
鑑

業
か
ら
成
長
産
業
全
商
移
聖
円

滑
に
進
め
る
こ
と
で
、
為
生
産
性

は
高
ま
る
。

こ
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
上
で
、

給
付
付
き
税
額
控
除
を
活
用
し
た

「
第
2
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
、
不
ツ
ト
」

が
必
要
だ
。
一
雇
用
俊
の
枠
か
ら
は

み
出
し
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
ギ
グ
ワ

ー
カ
ー
も
含
め
{
女
、
心
し
て
り
ス
キ
リ

ン
グ
を
行
え
る
礎
の
整
備
が
求
め

ら
れ
る
。

わ
が
国
で
こ
う
し
た
制
度
を
禦

す
る
た
め
の
課
題
は
何
か
。
ま
ず
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
撮
し
て
い
る
国

税
・
地
方
税
に
係
る
所
1
を
一

元
化
し
、
存
官
庁
に
タ
イ
ム
リ
ー

に
提
供
す
る
制
度
が
必
要
と
な
る
。

{
寸
秘
義
務
や
個
人
情
禄
護
な
ど
に

つ
し
て
も
、
扶
律
で
雪
て
し
な
け

ー
な
ら
な
い
0

筆
者
は
、
「
ガ
バ
メ
ン
ト
・
デ
ー

タ
・
ハ
ブ
」
の
活
用
が
有
用
だ
と
考

え
る
(
注
)
。
こ
れ
は
「
ワ
ン
ス
オ
ン

リ
ー
原
則
」
の
下
で
、
企
業
が
雇
用

者
の
竺
鞭
や
源
糧
努
な
ど

蚤
汀
政
機
関
に
提
出
す
る
ー

を
民
間
提
供
の
ク
ラ
ウ
ド
に
保
存
し
、

国
税
当
局
や
蒋
官
庁
と
い
っ
た
行

政
機
関
に
そ
こ
へ
の
ア
ク
セ
ス
竺

ー
る
緒
み
で
あ
る
。

こ
れ
に
ょ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
、
不
ツ

ト
の
璽
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
信

程
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

幼
年
に
鼎
決
定
さ
れ
た
「
デ
ジ
タ

ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
笑
イ
^
画
」
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
基
本
と
し
た
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
所
得
報
を

社
会
径
早
な
ど
の
蒋
に
結
び
付
け

る
「
デ
ジ
タ
ル
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
、
不

ツ
ト
」
の
検
製
明
記
さ
れ
て
い
る

総
理
自
身
が
り
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
を
と

り
、
霞
が
関
の
縦
割
り
を
排
除
し
て

検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う

廼
沸
1
九
「
1
の
讐

俊
の
璽
に
界
て
の
業
参
照

三
S
m
-
＼
＼
名
妄
冬
.
牙
弐
、
0
こ
叉

語
m
Φ
奨
⇔
涯
Φ
邑
.
写
又
む
Π
心
N
腿

力

も
り
の
ぶ
し
げ
き

法
学
博
士
。
乃
年
京
大
学
法
学
郁

卒
、

長
、

執
り
、
財
務
省
財
務
総
合
研
究
所

を
最
後
に
船
年
退
官
。
中
央
大
学
法

科
大
学
院
教
授
を
経
て
現
職
。
著
書

こ
『
デ
ジ
タ
ル
経
済
と
税
』
(
玲

日
本
経
済
新
聞
出
版
社
)
な
ど
。

大
蔵
省
入
省
。
総
^
課
^

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
教
鞭
一

岸田減税の問題点

、タ
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